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中高層住宅での転落事故 は，家庭内事故 のうちで も死亡率が最も高いか，構
けで なく，人 の側 の要因 も大 きいと され，あまり扱 わ｡れていない。そこで，
例を集め，事故 の質的変化･とい う観点から分析を行い，将来の問題点 につい

人の両面より 検討を行 った。
調 査 方 法 昭和47 年から59 年 まで の13 年間 の新聞 から事故事例を抽出し，
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した事故 は242 件で
.   5 歳 までで86.4 ％
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目的　 居住 考の往 尨還択行勅 を「ｲ 主まい の夷狐 、と。「ｲ 主^  ^ゝの通 報j   <n Z 令l面*ヽら捉X.、

ｲお哺報 の淡鋏 のさ 収方や、ｲ主亀節濁 に｡ふろ峰報 への飼鳥 の遣い を 考家“する。

責広　 釧 査利 象^ 方法し  ̂穴阪角 下 に立匹-^  ろ 氏哺 分嵐 マV  V ∃y 層IT,主婦)6o  ふ 乙、ミ

ニ間島池 息層 の主｡婦 別 九 を対象 に アンケ ート調 査 を採 用した。調査 衆施 は昭和 碧茸 ワ月

であ る. 肩 劾 回収卑 は85. Z % であ った。

秘 豪 族 住宅基択・ 簒 吽； 瓊住発 の産択 にvi 、鴇 豹 生･ 性 能・俑 格 か教ゑ しべ重 校2.n

てい ろ。し 々ヽし マ ンショ ン層 でし伺ロえ｡1 iz.児 や環 痍瀋 咽が 、ミニ開 高層 で11 柊:をまで戸建

性 が竃i見でれ べいろ。　 現住鬼 の傾 報源；ｲ 乱発9 イプ左 が大､之く、 々ン ショ ン層 でロマ ス

コミを集散に 、3  だミニ闘廃層 では 夕千 コミを峯盟 に往 １ い・ 席 骸を入 手 し てい ろ。がに

マ 又コミ瀕IS. を重晨 可るy%  にI-3 ill 労農層・リクい点 が珪 目3  Vれろ 。 往 鴇報 ピ裏社 のズレ；

池l発 の千士上げ や便 用聯 につい て＼-i溥前楕報 と実脈 に取凋 し回 住宅 乙の久レが 大迂いこと を

両 タイプ とも指摘 している。加 え てマンショ ン層 で呵環友 や設 備 に関々ろ 項 呉で のズレ 吠

昶 方ミェ開襄 濁 でrt 広 之や間 取り とい った屋 内海併 につい1  の爽 粍 と｡のX レt 指摘-^ ろｲ改

(SI が認 めらμ ゐ.　こ のこ い 刹主淀9  うr  によっ て、 入湯肩 の選択 基吽 にTi  る携報 内無 が農

TJ  つべい るこ とを示 し べいろ.    隋報 に ぷる判断 ミ又；息体 畝に みべ、マンション濁1-3'I膏

租 に ふる削断 ミスが 勾いと 及場-1 ろ渇 が夕?い・-  の庫裏柚彼々急 が住 い にヽ刻 可ろ麦煮 や

知 識 が高 い・ とﾚ包反映 可ろ り ので あ る。 即 ち. 楕 報 内賂 と爽態 のま いや 、楕 報 に ぶる判明

ミ 入念鶴 えろ凍 は、往3 い･い 邨 ろ峡味 ≪0高い/f  がﾀtjいこ と太ﾌヽら しうti` が` えろ、


